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菱川善隆, 石塚　匠, 柴田恭明, 小路武彦：in situ hybridization法【組織細胞化学 2024】. 組織細胞化学会（編）、

中西印刷 : 45-53, 2024.
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社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

赤澤祐子・教授 評議員 日本消化器病学会

赤澤祐子・教授 代議員 日本ヘリコバクター学会

赤澤祐子・教授 編集委員 Helicobacter Reseaech

赤澤祐子・教授 九州支部評議員 日本消化器病学会

赤澤祐子・教授 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

柴田恭明・准教授 理事・代議員 日本組織細胞化学会

柴田恭明・准教授 代議員 日本臨床分子形態学会

赤澤祐子・教授 ダイバーシティ未来構想委員会委員 長崎大学ダイバーシティ推進センター

赤澤祐子・教授 代議員 日本解剖学会

田渕真惟子・講師 九州支部評議員 日本消化器病学会

田渕真惟子・講師 九州支部評議員 日本消化器内視鏡学会

柴田恭明・准教授 代議員 日本解剖学会

柴田恭明・准教授 Editorial Board Member Acta Histochemica et Cytochemnica

研　究　題　目

赤澤祐子・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)
Colitic cancerの発症予測を可能とする腸管
幹細胞のゲノム不安定性解析

田渕真惟子・講師 日本学術振興会 代表
若手研究
食道機能障害の早期発見：AI教育プログラム
の導入がもたらす可能性

赤澤祐子・教授 放射線災害・医科学研究拠点 代表

赤澤祐子・教授 日本学術振興会 分担
基盤研究(C)
線維シグネチャーに基づくNAFLD肝発癌予測の
バイオマーカーの開発

赤澤祐子・教授
特定非営利活動法人「長崎県地
域医療の研究支援を目的とした
医師団」

代表
消化器癌病理組織の線維化AI解析による予後
予測推定

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

共同利用・共同研究 【重点プロジェクト課
題】ゲノム損傷修復の分子機構に関する研究
Metabolic dysfunction associated fatty
liver diseaseにおけるDNA損傷応答異常解析
を用いた癌リスク検出

柴田恭明・准教授 放射線災害・医科学研究拠点 代表

共同利用・共同研究 【重点プロジェクト課
題】ゲノム損傷修復の分子機構に関する研究
DDRが誘導するヒストンH3K36me2維持のヒト肝
疾患発症と進展への関与

赤澤祐子・教授
国立研究開発法人日本医療研究
開発機構（AMED）

分担
肝炎等克服緊急対策研究事業
肝硬変患者の重症度別のＱＯＬと長期経過、
予後及びその改善に関する研究

赤澤祐子・教授 放射線災害・医科学研究拠点 代表

共同利用・共同研究 【重点プロジェクト課
題】ゲノム損傷修復の分子機構に関する研究
近距離被ばく癌検体における遺伝子変異シグ
ネチャー解析

2



その他
 非常勤講師

柴田恭明・准教授 非常勤講師（病理学） 九州文化学園歯科衛生士学院

田渕真惟子・講師 一般社団法人 輔人会 代表

若手教育研究者のための助成金　臨床研究
「Artificial Intelligenceを用いた食道アカ
ラシアおよびその類縁疾患診断に対する教育
プログラムの構築」

柴田恭明・准教授 非常勤講師（病理学） 長崎玉成高等学校衛生看護科

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

柴田恭明・准教授 非常勤講師（病理学・生理学） 長崎医療こども専門学校
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